
（別表） 
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４ 地域再生計画の目標 
（略） 
 さらに、平成１８年１月１日に額田郡額田町と合併したこ
とにより水道水源の５割を占める乙川の水源を有すること
となり、水源と水の消費が一つの自治体で完結することから
ますます水環境の保全に重点を置く必要がある。 
 しかし、現在の汚水処理人口普及率は７６．５％にとどま
り市街地周辺、特に乙川支流に位置する山綱川を含む東部地
区の汚水処理施設の整備が遅れているのが実情である。 
（略） 
【目標１】汚水処理施設の整備促進 
  （汚水処理人口普及率７６．５％→８４.２％に向上） 
【目標２】定住人口の増加 
  （総人口３６７，４８１人→３７１，９５０人に増加） 

４ 地域再生計画の目標 
（略） 
 さらに、平成１８年１月１日に額田郡額田町と合併するこ
とにより水道水源の５割を占める乙川の水源を有すること
となり、水源と水の消費が一つの自治体で完結することから
ますます水環境の保全に重点を置く必要がある。 
 しかし、現在の汚水処理人口普及率は７７．３％にとどま
り市街地周辺、特に乙川支流に位置する山綱川を含む東部地
区の汚水処理施設の整備が遅れているのが実情である。 
（略） 
【目標１】汚水処理施設の整備促進 
  （汚水処理人口普及率７７．３％→８５.７％に向上） 
【目標２】定住人口の増加 
  （総人口３５５，３５９人→３６２，８７０人に増加） 

５ 目標を達成するために行う事業 
（略） 
 ［整備量］ 
 （略） 
  ・浄化槽（個人設置型）         ６４０基 
          
          
          

５ 目標を達成するために行う事業 
（略） 
 ［整備量］ 
 （略） 
  ・浄化槽（個人設置型）  ５人槽    ２００基 
         （平成１８年度～２１年度 各５０基） 
              ７人槽     ２４０基 
         （平成１８年度～２１年度 各６０基） 
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   なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。
   公共下水道 ２，３００人 浄化槽 １，９７６人 
 
 ［事業費］ 
 （略） 
 浄化槽（個人設置型） 
 事業費   ２５６，８４８千円（うち交付金 ８５，６１６千円）
 
 合計 
 事業費   ９０６，８４８千円（うち交付金４１０，６１６千円）
 （略） 

             １０人槽      ３６基 
         （平成１８年度～２１年度  各９基） 
          １１～２０人槽       ４基 
         （平成１８年度～２１年度  各１基） 
   なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 
   公共下水道 ２，３００人 浄化槽 １，４８８人 
 
 ［事業費］ 
 （略） 
 浄化槽（個人設置型） 
 事業費   １９２，０４８千円（うち交付金 ６４，０１６千円） 
 
 合計 
 事業費   ８４２，０４８千円（うち交付金３８９，０１６千円） 
 （略） 

 
 




